
1 はじめに

がっこう に ほん ご めずら
ハワイの学校にとって日本語プログラムというのは珍

だいがく おお に ほん ご せんこう ぶ もん
しくない。ハワイ大学には大きな日本語専攻部門がある

こうこう に ほん ご せんたく か もく と
し、ほとんどの高校で日本語を選択科目として取ること

に ほん ご せんたく か もく ちゅうがっこう すく
ができる。日本語を選択科目としている中学校も少なく

しょうがっこう に ほん ご とくてい がくねん ぜん
ない。小学校レベルでも日本語を特定の学年もしくは全

こうせい と きょういく く こ
校生徒の教育カリキュラムに組み込んでいるところがい

しょうがっこう しゅう がいこく ご
くつもある。しかしながら、小学校では州からの外国語

きょういく たい し きん ほ しょう に ほん ご きょう し
教育に対する資金保証がなく、日本語教師はパートタイ

げんじょう
ムとなってしまうのが現状である。

し こうがい しょうがっこう
ホノルル市郊外にあるアイナハイナ小学校では、ハワ

しゅう がくしゅう ないよう
イ州でスタンダーズ（Standards：学習すべき内容につ

き じゅん み なお はじ ねん しゅう
いての基準）の見直しが始まった１９９６年に、ハワイ州の

がいこく ご きょういくたんとうしゃ しょうがっこうきょういんめんきょ も に ほん ご きょう し ひと
外国語教育担当者と小学校教員免許を持つ日本語教師１

り に ほん ご きょういく たい つよ きょう み しめ
人、そして日本語教育に対して強い興味を示したアイナ

しょうがっこう とう じ こうちょう きょう し
ハイナ小学校の当時の校長と教師らによって、スタン

もと せつりつ
ダーズに基づいた「NIHONGO」プログラムが設立され

しゅう あたら で き あ
た。ハワイ州の新しいスタンダーズが出来上がった１９９９

ねん こくさいこうりゅう き きん かいがい に ほん ご こう ざ せんにんこう し きゅう よ じょ
年には、国際交流基金の海外日本語講座専任講師給与助

せい えんじょ れんぽうせい ふ
成プログラムの援助と連邦政府 Title VII : Foreign Lan-

ほ じょきん う
guage Assistance Program からの補助金を受けて、

かくだい
「NIHONGO」プログラムを拡大することができた。

2 しょうがっこう
アイナハイナ小学校「NIHONGO」プログラム

しょうがっこう よう ち えん さい ねんせい
アイナハイナ小学校では、幼稚園（５歳）から６年生

さい ぜんこうせい と しゅう かい に ほん ご がくしゅう
（１２歳）までの全校生徒が週２回日本語を学習している。

じゅぎょう じ かんすう がくねん ちが しゅう じ かん じ かん
授業時間数は学年によって違うが、週１時間から１時間

ぷん じゅぎょう せい と きょうしつ に ほん ご きょう
２０分くらいで、授業は生徒たちの教室ではなく日本語教

しつ おこな しょうがっこう か もく じゅぎょう じ ぶん
室で行われる。小学校ではほとんどの科目の授業が自分

きょうしつ おこな に ほん ご きょうしつ もう
たちの教室で行われるが、日本語教室を設けることは

ねん せつりつ あ たいせつ
１９９６年のこのプログラムの設立に当たってとても大切な

に ほん ご がくしゅう きょうしつ に ほん ご
ことであった。日本語学習だけの教室があれば日本語を

まな かんきょう つく さいてき せい と きょうしつ
学ぶ環境を作るのに最適だし、生徒にとっても教室に

はい に ほん ご き はな ふん い き しゅうちゅうりょく
入ったら日本語を聞いて話すという雰囲気があり集中力

い じ に ほん ご きょう し ふた り
を維持できるからである。日本語教師は２人ともハワイ

もと
スタンダーズに基づいた

しょう がっ こう に ほん ご きょう いく
小学校での日本語教育

べい こく しゅう し しょうがっこう に ほん ご きょう し
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とくしょく に ほん ご きょういく じっせん き かん きょう し かたがた
このコーナーでは、特色ある日本語教育を実践している機関の教師の方 に々、

げん ば うんえい じょうきょう しょうかい
現場のコースデザインやコース運営の状況について、紹介していただきます。

しゅうがいこく ご
ハワイ州外国語コンテントスタンダーズ ナショナル

たいじん
１：コミュニケーション、対人

（Interpersonal）
せい と かい わ よ か とお てきせつ じょうほう あい て え とく じ
生徒が会話や読み書きを通して適切な情報を相手から会得し、自

ぶん い けん の ないよう
分の意見を述べたりすることができるという内容 どうよう

同様

かいしゃく
２：コミュニケーション、解釈

（Interpretive） せい と よ と ちから き と ちから も ないよう
生徒が読み取る力と聞き取る力を持っているという内容

どうよう
同様

はっぴょう
３：コミュニケーション、発表、

てい じ
提示（Presentational）

せい と き て よ て さまざま お はっぴょう てい
生徒が聞き手や読み手のために様 な々トピックに於いて発表、提

じ ないよう
示することができるという内容 どうよう

同様

ぶん か
４：文化（Cultures）

せい と ぶん か がくしゅう うえ みっ ふうしゅう しゅうかん
生徒が文化を学習する上での３つのP、風習／習慣（Practices）、

もの み かた もの かんれん まな た
物の見方（Perspectives）、物（Products）の関連を学びながら他

ぶん か り かい ないよう
文化を理解するという内容

こうもく ふた わ
この項目が２つに分かれている

ひ かく
５：比較（Comparisons） せい と じ ぶん ぼ こく ご がい こく ご げん ご ひ かく とお げん ご り

生徒が自分の母国語と外国語の言語の比較を通して言語の理

かい ふか ないよう
解を深めるという内容

げん ご ぶん か ひ かく り かい き じゅつ ふた
言語と文化の比較／理解が記述され２

こうもく わ
つの項目に分かれている

６：コネクションとコミュニ

ティー（Connections &

Communities）

せい と がい こく ご まな さい ほか きょう か ないよう かんれん
生徒が外国語を学んでいる際に他の教科内容にも関連づける

きょうしつがい さまざま かんきょう お まな がい
（Connections）、教室外での様 な々環境に於いて学んでいる外

こく ご つか ないよう
国語を使うことができる（Communities）という内容

こま き じゅつ
もっと細かく記述され、コネクションとコ

ふた こう もく
ミュニティーそれぞれ２つずつの項目に

わ
分かれている
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しゅう きょういんめんきょ しょ じ ひと り に ほん ご さまざま
州での教員免許を所持し、１人は日本語をハワイの様々

がっこう ながねんおし けいけん ひと り
な学校で長年教えてきた経験があり、もう１人はオレゴ

しゅう に ほん ご がっこう おし けいけん も
ン州の日本語イマージョン学校で教えた経験を持ってい

ぜんしゃ ていがくねん こうしゃ こうがくねん たんとう ふた
る。前者は低学年、後者は高学年を担当しているが、２

り けいけん い まい
人の経験を生かしてチームティーチングをするように毎

にち じゅぎょう はな あ さら きょ
日スタンダーズの授業について話し合っている。更に去

ねんかいてい しゅうがいこく ご
年改訂されたハワイ州外国語コンテントスタンダーズ

（World Languages Content Standards）についてアイ

しょうがっこうぜんきょう し せつめい に ほん ご じゅぎょう まな
ナハイナ小学校全教師に説明したり、日本語の授業で学

かく きょう か はな
んだことを各クラスでどのように強化できるかなどを話

あ い いんかいかい ぎ ひら
し合う「NIHONGO」委員会会議を開いたりしている。

3 がいこく ご
外国語コンテントスタンダーズ

がいこく ご いつ
外国語スタンダーズは５つのC（Communication, Cul-

tures, Comparisons, Connections，そしてCommunities）

な た いつ ちゅうしん
から成り立っている。その５つのCを中心にコンテント

なんこうもく しゅう がいこく ご
スタンダーズが何項目かある。ハワイ州の外国語コンテ

ねん こうもく こうもく
ントスタンダーズ（１９９９年）は６項目あり、１１項目あるナ

ねん くら こうもくすう すく
ショナルスタンダーズ（１９９６年）と比べて項目数こそ少な

ないよう か ぜん ひょうさん
いものの内容はさほど変わりがない。（前ページの表参

しょう
照）

4 もと じゅ ぎょう
スタンダーズに基づいた授業

り かい うえ そ
スタンダーズを理解した上でそれに沿ったレッスンを

もくてき じゅぎょう
すると目的のはっきりした授業となり、アセスメントや

つぎ もくひょう ひつよう
次の目標を立てるためにもスタンダーズは必要である。

さい しょうがっこう に ほん ご つか
その際アイナハイナ小学校の日本語プログラムでよく使

ほうほう いつ ひと
われる方法は、５つのＣの一つであるコネクション（ハ

しゅうがいこく ご こうもく
ワイ州外国語コンテントスタンダーズの項目６）にもあ

に ほん ご ほか きょう か ないよう かんれん おし ほうほう
るが、日本語を他の教科の内容と関連づけて教える方法

よ ほうほう
である。このIntegrated Lessonsと呼ばれる方法では、

じゅぎょうないよう こ せい と い み じゅぎょう
授業内容が濃くなり生徒にとってもより意味のある授業

たと ていがくねん どうぶつ な まえ に ほん ご おし
となる。例えば、低学年に動物の名前を日本語で教える

じ ぶん り か じゅぎょう どうぶつ べんきょう
とき、自分たちのクラスの理科の授業で動物の勉強をし

き かん おし せい と じっさい まな
ている期間に教えれば生徒たちが実際に学んでいること

つな せい と きょう み も と
と繋がりができるし、生徒たちもより興味を持って取り

く ぐ たいてき れい あ やま す どうぶつ うみ
組む。もっと具体的な例を挙げれば、「山に住む動物」「海

す どうぶつ りく す どうぶつ など わ せいいく ち
に住む動物」「陸に住む動物」等に分け生育地（habitat）

べんきょう とお たいりく どうぶつ
の勉強を通して、あるいは「アジア大陸の動物」「アフリ

たいりく どうぶつ など わ しゃかい とお に ほん ご おし
カ大陸の動物」等に分け社会を通して日本語を教えるこ

り か しゃかい
ともできる。つまりIntegrated Lessonsは理科や社会な

いち ど すうきょう か み
ど一度に数教科のスタンダーズを満たすこともできるの

ず こう とお しゅうがいこく ご
である。ここでは、図工を通してハワイ州外国語コンテン

もと に ほん ご じゅぎょうれい あ
トスタンダーズに基づいた日本語の授業例を挙げよう。

せつぶん しゅうがいこく ご こうもく
節分（ハワイ州外国語コンテントスタンダーズ 項目１、４、６）

せい と せつぶん ひ おに めん つく まめ ま
生徒は節分の日のために鬼の面を作り豆撒きをする。

きょう し おに で むかしばなし かみしば い つか に ほん ご しょう
まず教師が鬼の出てくる昔話を紙芝居を使い日本語で紹

かい おに せつぶん ひ はな あ つぎ おに めん つく
介し、鬼や節分の日について話し合う。次に鬼の面を作

はじ せん かたち まな せん まっ す
るが、初めに線と形について学び、いろいろな線（真直

など つか さまざま かたち か
ぐ、ジグザグ、カーブ等）を使って様々な形を描く。そ

さまざま かたち い おに め まゆ げ かみ け つの か
の様々な形を生かして鬼の目や眉毛、髪の毛や角を描き、

いろ ぬ おに めん かんせい めん つか
色を塗り、鬼の面を完成させる。面ができたらそれを使っ

かい わ おに めん まえ なら しつ ぎ おうとう
て会話やゲームをする。鬼の面を前に並べ、質疑応答を

とお ほか せい と じ ぶん めん あ
通して他の生徒たちにどれが自分の面か当ててもらうの

である。

れい せい と か おに めん あ ば あい
例： 生徒Ａの描いた鬼の面はどれか当てる場合

せい と くん おに くち おお
生徒Ｂ 「（A君の鬼の）口は大きいですか。」

せい と
生徒Ａ 「はい。」

せい と め あお
生徒Ｃ 「目は青いですか。」

せい と くろ
生徒Ａ 「いいえ、黒いです。」

せい と は さんかく
生徒Ｄ 「歯は三角ですか。」

せい と
生徒Ａ 「はい。」

せい と ひと おに めん ゆび さ
生徒Ｅ （一つの鬼の面を指差して）「これですか。」

せい と あ
生徒A 「当たり！」

じ ぶん すす ぶんしょう い
自分から進んでいくつもの文章が言えるレベルであれ

ひと り じ ぶん おに めん せつめい ほか せい と
ば、１人で自分の鬼の面について説明する。他の生徒は

せつめい き おに せい と あ あ
その説明を聞き、どの鬼がその生徒のものか当てる。当

せい と じ ぶん おに き い
たったらその生徒は自分の鬼の気に入ったところを「～

す ぶんしょう つか せつめい れい わたし おに くろ
が好き」の文章を使って説明する。（例：「私の鬼の黒

め おお つの す じ ぶん かんせいさくひん はな
い目と大きい角が好き。」）自分の完成作品について話す

ず こう じゅぎょう いっかん ちゅう
のは、図工の授業の一貫でもある。またこのゲームは注

い き せい と しゅうちゅうりょく ようせい
意して聞いていないとできないので生徒の集中力も養成

おうよう
する。さらに、このゲームを応用してアセスメントとし

り よう
ても利用できる。

さい ご まめ ま ぶん か がくしゅう うえ みっ
最後に豆撒きをする。文化を学習する上での３つのP、

おに めん つく おに めん つか さまざま かい わ
鬼の面を作ってポーズ。この鬼の面を使って様々な会話ゲームをした
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まめ ま まめ ま もくてき り ゆう
豆撒き（Practices）、豆撒きの目的と理由（Perspectives）、

まめ ま まめ はな あ じっさい
そして豆撒きの豆（Products）について話し合い、実際

まめ ま あと かず ふくしゅう まめ くば た
に豆撒きをした後、数の復習をしながら豆を配り食べる。

いちれん ほか
この一連のレッスンはコンテントスタンダーズの他の

こうもく たと せい と むかしばなし に ほん ご き と てん
項目（例えば生徒が昔話を日本語で聞き取るという点か

こうもく つな せい と しゅうちゅうりょく
ら項目２）にも繋げることができるが、生徒の集中力と

きょう み い じ いち ど おお
興味を維持させるため、一度にあまりにも多くのスタン

おお おお
ダーズをねらわないようにしている。多ければ多いほど

しょうてん み うしな
まとまりがなくなるし、焦点を見失ってアセスメント

もしにくいからである。

5 こん ご か だい
今後の課題

こん ご か だい もと
今後の課題は、スタンダーズに基づいたアセスメント

しょうがっこう に ほん ご きょう し ふた り
である。アイナハイナ小学校の日本語教師２人は、プロ

かいはつ
グレス・インディケーター（Progress Indicator）を開発

がいこく ご けんきゅう い いんかい ぞく
すべく外国語コンテントスタンダーズ研究委員会に属し

たと しゅうがいこく ご
ている。例えばハワイ州外国語コンテントスタンダーズ

こうもく ば あい せい と かい わ よ か
の項目１の場合、生徒がどのような会話（そして読み書

こうもく たっせい
き）がどれぐらいできたときに「項目１を達成した」と

せいさく
いえるのかというインディケーターを制作するのである。

せい と み
それによって生徒がスタンダーズを満たしていないとな

じゅぎょう など み なお
れば、授業、カリキュラム、アセスメント等を見直さな

み ど だい
ければいけないし、満たしているとなればそれを土台と

つぎ すす
して次のステップに進まなければならない。

あたら しゅう で き あ がいこく ご
新しいハワイ州スタンダーズが出来上がって、外国語

きょういく たいせつ きょういく いっかん
教育も大切な教育の一貫とみなされるようになってきた

しょうがっこう た ぶん か た こくせき
が、小学校ではまだまだこれからである。多文化多国籍

せ かい しょうらい にな こ
の世界で将来を担う子どもたちのために、これからもさ

きょう か がいこく ご きょういく ひろ
らにプログラムを強化して外国語教育を広めていきたい

かんが
と考えている。

教育実践レポート●１５ナショナルスタンダーズ

に ほん ご こうがくねん ごと こうさく き
日本語クラスで高学年がクラス毎にゲームや工作などのテーマを決め、「アイナ

しょうがっこう に ほんぶん か ひ ていがくねん ひ ろう たい こ て まえ じゅうどう
ハイナ小学校日本文化の日」に低学年に披露した。これは太鼓（手前）と柔道

こうほう
（後方）グループ

な まえ な まえ ほん せん く ふう つく
名前のステンドグラス。名前と８本の線を工夫してつなげてデザインを作った

しょうがっこう に ほんぶん か ひ ていがくねん おし
「アイナハイナ小学校日本文化の日」のおはじきグループ。低学年に教えてい

ほか しょう ぎ は ね おし
るところ。このクラスはゲームをテーマにし、他に将棋や羽根つきなども教えた

さんこうぶんけん
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